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１．発表論文等（査読付き論文，著書，総説等の発表状況） 
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Nagaki, A.; Matsuo, C.; Kim, S.; Saito, K.; Miyazaki, A.; Yoshida, J.* Angew. Chem., Int. 

Ed. 2012, 51, 3245-3248. 
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和文雑誌 

マイクロリアクターによる有機リチウム化学の新展開 

永木愛一郎, 富田裕, 吉田潤一*, ケミカルエンジニアリング, 2011, 56, pp54-63.  

 

 

 

 

 



２．学会発表等（国内外の招待講演および国際会議での発表状況） 

(1) 有機材料の効率的合成を目指した電気化学的手法による反応集積化 

野上敏材, 第 92 回日本化学会年会, 横浜, 2012.3.25-28（若い世代の特別講演）． 

(2) Electrochemical Synthesis of Dendronized Polymers 

Nokami, T.; Musya, N.; Morofuji, T.; Yoshida, J. The 6th International Conference on 

Cutting-Edge Organic Chemistry in Asia (ICCEOCA-6), Hong Kong, China, 

2011.12.11-15（ポスター発表）． 

(3) Organic Electrochemistry, Microreactors, and Their Synergy 

Yoshida, J. 10th International Symposium Organic Reactions (ISOR-10), Yokohama, 

2011.11.21-24（招待講演）． 

(4) Electrochemical Oligosaccharide Synthesis of Amino Sugars 

Nokami, T. The International Symposium on Organic Reactions 10 (ISOR-10), Yokohama, 

2011.11.21-24（口頭発表）． 

(5) 空間で時間を制御する合成化学 

吉田潤一, 有機合成化学を起点とするものづくり戦略ミニシンポジウム, 東京, 

2011.11.14（招待講演）． 

(6) フローマイクロリアクターを用いた高分子合成 

吉田潤一, 第 60 回高分子討論会, 岡山, 2011.9.28-30（招待講演）． 

(7) フローマイクロ合成の魅力 

吉田潤一, 第 6 回プロセス化学東四国フォーラムセミナー, 徳島, 2011.9.24（招待

講演）． 

(8) Electrochemical Synthesis of Dendritic Molecules 

Nokami, T.; Musya, N.; Morofuji, T.; Suehiro, T.; Yoshida, J. The 62th Annual Meeting of 

the International Society of Electrochemistry, Niigata, 2011.9.11-16（ポスター発表）． 

(9) Electrochemical Generation and Reaction of Dendritic Carbocations 

Nokami, T.; Musya, N.; Morofuji, T.; Yoshida, J.2011 年電気化学会秋季大会（第二回日

独電気化学シンポジウム）, 新潟, 2011.9.9-11（口頭発表）． 

(10) Glycosyl Sulfonium Ions as Storable Glycosylation Intermediates 

Nokami, T.; Nozaki, Y.; Saigusa, Y.; Manabe, S.; Ito, Y.; Yoshida, J. The 16th European 

Carbohydrate Symposium, Sorrento, Italy, 2011.7.3-7（口頭発表）． 

(11) フラッシュケミストリー：フローマイクロリアクターを用いる超高速精密化学合

成 

吉田潤一, 日本学術振興会第 116 委員会 創造機能化学講演会, 東京, 2011.6.7（招

待講演）． 

(12) Flash Chemistry: Fast Chemical Synthesis Using Flow Microreactors 



Yoshida, J. 2ndAsia-Pacific Chemical and Biological Microfluidics Conference, Nanjing, 

China, 2011.5.25-27（招待講演）． 

(13) ケイ素で炭素を組み立てる、クロスカップリング反応から電解反応へ 

野上敏材, IKOC シンポジウム 2011, 名古屋, 2011.5.14（招待講演）． 

 

 

３．特許 

該当なし 

 

 

４．学会・シンポジウム等の開催状況  

(1) 近畿化学協会合成部会フロー・マイクロ合成研究会 第 53 回研究会，大阪，

2012.3.16（吉田潤一，代表幹事）． 

(2) 新学術領域研究「反応集積化の合成化学 革新的手法の開拓と有機物質創成への

展開」平成 23 年度第 2 回成果報告会，大阪大学，2012.1.28-29（吉田潤一，領域代

表）． 

(3) 新学術領域研究「反応集積化の合成化学 革新的手法の開拓と有機物質創成への

展開」第 5 回若手シンポジウム（関東地区），早稲田大学，2011.12.3（吉田潤一，

領域代表）． 

(4) 近畿化学協会合成部会フロー・マイクロ合成研究会 第 52 回研究会，大阪，

2011.11.4（吉田潤一，代表幹事）． 

(5) 第 7 回集積有機合成国際シンポジウム（ISIS-7），兵庫，2011.10.9-10（吉田潤一，

共同組織委員長）． 

(6) 近畿化学協会合成部会フロー・マイクロ合成研究会 第 25 回公開講演会-講演＆

展示-，大阪，2011.8.5（吉田潤一，代表幹事）． 

(7) 新学術領域研究「反応集積化の合成化学 革新的手法の開拓と有機物質創成への

展開」平成 23 年度第 1 回成果報告会，北海道大学，2011.6.20-21（吉田潤一，領域

代表）． 

(8) 新学術領域研究「反応集積化の合成化学 革新的手法の開拓と有機物質創成への

展開」第 4 回若手シンポジウム（中部地区），三重大学，2011.6.11（吉田潤一，領

域代表）． 

(9) 近畿化学協会合成部会フロー・マイクロ合成研究会 第 50 回研究会，大阪，

2011.4.22（吉田潤一，代表幹事）． 

 

 



５．受賞等 

(1) 野上敏材（講師） 

  第 26 回若い世代の特別講演、日本化学会第 92 回年会 2012.03.25 

(2) 徳岡慎也（修士 1 年） 

学生ポスター賞 第 7 回集積型合成国際シンポジウム (ISIS-7)，2011.10.13 

(3) 諸藤達也（修士 1 年） 

学生ポスター賞 第 35 回有機電子移動化学討論会，2011.6.24 

 

 

６．新聞報道等 

(1) 普及期に入ったマイクロリアクター合成 

吉田潤一，化学工業日報，2011.12.21 

 

 

７．国民との科学・技術対話 

該当なし 

 

 

８．領域内の共同研究の準備・実施状況とその成果 

該当なし 
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